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ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ （配信：2022 年 4 月 20 日）告知依頼 

このたび(株)風月堂様とのコラボ商品 さっつんサブレが誕生！ 

 

報道機関 各位 

 

平素より本学の報道に関しては大変お世話になっております。 

ここ鹿児島から世界に羽ばたく人材育成を目指す本学は、明治維新の原動力となる人材を数多く

排出した薩摩藩の学校「造士館」が起源のひとつ。日本の変革と近代化の過程で活躍した先人達が

実践した自ら困難な課題に挑戦する姿勢、「進取の精神」を大切にしています。そこで、島津斉彬公

をはじめ、薩摩の先人たちの手によって作り出された兵糧菓子が原点である「さつまどりサブレ」

にあやかり、「進取の精神」を涵養してもらうことを願い、このほど風月堂様とコラボレーションが

実現。「さっつんサブレ」を完成させました。 

つきましては、本学のみならずひとりでも多くの一般市民の皆様にも手にとり食していただきた

く、広く告知くださるようお願いいたします。 

 

記 

■商品概要 

 【さっつんサブレ 12枚入（プレーン・紫芋・黒酢黒糖・塩 各 3枚）】 税込：1,274円 

 

 【さっつんサブレ  5枚入（プレーン 3枚・紫芋 2枚）】        税込：  600円 

 

（特徴） 

商品名は、本学公式マスコットキャラクターのさっつんが由来。本学の卒業生がデザインしたパ 

ッケージにはさっつんや本学の登録商標であり、地域のアイデンティティとなる色名やカラー 

ストーリを付した「かごんまの色®」を使用。この他にも、オリジナルの”しおり”を製作し同封。

手にとっていただいた方へ本学の魅力をお伝えする工夫を盛り込みました！ 

また、鹿児島県産のこだわりの素材をたっぷり使用し、紫芋には「味の箱船（アルカ）」（*）に登 

録された在来種、種子島産の「一𠮷𠮷紫いも」を練りこんでいます！ 

 

■鹿児島大学と株式会社風月堂について 

 本学の起源のひとつは、薩摩藩の学校「造士館」。明治維新の原動力となる人材を数多く排出しま

した。藩学造士館は 1871（明治 4）年に廃校となりましたが、1901（明治 34）年には「第七高等学

校造士館」が設置され、「造士館」の名を冠した地方の最高学府が誕生しました。 

株式会社風月堂様は 1919（大正 8）年創業。島津斉彬公が創設した粉挽き用の水車小屋から生ま

れた兵糧菓子を原点とした代表菓子「さつまどりサブレ」は、1964（昭和 39）年の発売以来のロン

グセラー。鹿児島産の原料にこだわって作り、鹿児島県内外のお客様に愛されています。 

その昔、島津斉彬公創設の水車小屋は、現在の鹿児島市郡元にありました。その郡元に、鹿児島

大学のキャンパスがあります。水車のご縁か、鹿児島に長い歴史を持つもの同士、お菓子でコラボ

レーションしました。 
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■販売場所（以下にて販売中） 

 鹿児島大学インフォメーションセンター （鹿児島大学郡元キャンパス正門横） 

風月堂山形屋店（12枚入りのみの取り扱い）  

※順次、風月堂各店舗での販売も開始予定 

 

*味の箱船（アルカ）…イタリアに本部を持つ Slow Food Internationalが主体となって実施して

いる、各産地の伝統的な食品を保存する取り組み。 

 

 

  

▲さっつんサブレ               ▲Slow Food Internationalによる登録証。 

 

 

 

【お問い合わせ】 

鹿児島大学広報センター 

TEL：099-285-7035/3852  MAIL：sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

 

鹿児島大学公式マスコットキャラクター。鹿児島市発

祥の氷白熊をヒントにした大きなしろくまの姿で、薩

摩の偉人を思わせる紋付き袴を着て、頭に桜島を載せ

ています。本学の学生が、みな桜島の噴火のように活

発な学生生活を送り、薩摩の偉人のような素晴らしい

才能を開花できるようにとの願いが込められていま

す。 


